A study of event-denoting “aru" construction in Japanese by 鄧  超群
日本語の出来事を表す「ある」構文の分析
















































































































































































１４）ａ．このフォルダにはメールがありません。  （Yahoo! 知恵袋）



















































　　　　　　TELIC    =convey message
２０）「客」のクオリア
　　 QUALIA=FORMAL=human
　　　　　   TELIC    =visit
　形式クオリアから見ると、「メール」は text（文章）、「客」は human（人）で、両方ともモノ名
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